
　

覇
権
を
争
う
戦
国
の
世
、
十
六

世
紀
に
園
部
川
を
挟
ん
で
二
つ
の

勢
力
が
対
立
し
て
い
ま
し
た
。
江

戸
氏
と
大

だ
い
じ
ょ
う掾
氏
で
す
。

　

江
戸
氏
は
、
の
ち
の
水
戸
城
を

中
心
に
領
地
を
広
げ
、
さ
ら
に
小

幡
城(

茨
城
町)

を
府
中
城(

石

岡
市
・
大
掾
氏
本
城)

攻
略
の
重

要
な
拠
点
と
し
、
南
に
勢
力
を
拡

大
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
掾
氏
は
、
天
文
六
年

(

一
五
三
七)

、
園
部
氏(

当
時
は

小
田
氏
家
臣)

か
ら
の
侵
攻
に
備

え
る
た
め
、
園
部
城
を
見
渡
せ
る

田
木
谷
の
台
地
に
取
手
山
館
を
築

き
ま
し
た
。
こ
の
館
は
、
文
献
に

よ
っ
て
「
田
余
砦
」
、
「
玉
里
砦
」

と
も
記し

る

さ
れ
て
い
ま
す
。
園
部
城

と
取
手
山
館
と
は
九
〇
〇
ｍ
ほ
ど

し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

永
禄
二
年(

一
五
五
九)

、
府
中

城
の
北
の
守
り
と
し
て
竹
原
城
を

築
城
し
て
い
ま
す
。

　

天

正

十

三

年(

一

五

八

五

）

十
一
月
、
こ
の
両
者
に
争
い
が
巻

き
起
こ
り
ま
し
た
。
諸
説
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
発
端
は
、
大
掾
領
田

余
と
江
戸
氏
家
臣
園
部
領
小
河
の

百
姓
の
間
の
境
界
争
い
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
二
十
四
日
に
は
、
江
戸

氏
は
、
片
倉
に
砦
を
築
き
、
大
掾

氏
に
対
す
る
最
前
基
地
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
大
掾
氏
は
取
手
山
館

を
改
修
し
て
、
園
部
氏
の
侵
攻
に

対
抗
し
ま
し
た
。
十
二
月
上
旬
に

は
、
大
掾
氏
は
、
取
手
山
館
に
兵

を
送
り
、
園
部
城
を
攻
め
ま
し
た

が
、
園
部
氏
は
江
戸
氏
か
ら
の
加

勢
を
得
て
こ
れ
に
対
抗
し
ま
し
た
。

　

天
正
十
四
年(

一
五
八
六)

八

月
六
日
、
の
ち
に
「
府
中
合
戦
」

と
呼
ば
れ
る
戦
い
が
始
ま
り
ま

す
。
江
戸
氏
は
、
府
中
城
攻
略
を

本
格
化
さ
せ
て
、
小
幡
城
に
出
陣

し
、
大
掾
方
の
竹
原
勢
と
戦
い
、

翌
七
日
に
は
、
竹
原
の
弓ゆ

げ削
砦
を

攻
め
落
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

街
道
を
南
下
し
て
、
滑

な
め
り
が
わ川
砦(

石

岡
市)

を
落
と
し
、
府
中
城
に
侵

攻
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
掾
氏

は
真
壁
氏
ら
の
援
軍
を
得
て
、
江

戸
氏
を
返
り
討
ち
に
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
佐
竹
氏
の
仲
介
に
よ
り

両
者
と
の
間
に
和
議
が
結
ば
れ
ま

し
た
。　
　

　

天
正
十
六
年(

一
五
八
八)

正

月
、
江
戸
氏
と
大
掾
氏
と
の
和わ

ぼ

く睦

が
破
ら
れ
て
、
争
乱
が
再
開
さ
れ

ま
し
た
。
大
掾
氏
は
、
取
手
山
館

を
修
築
し
て
臨
戦
態
勢
を
と
り
ま

し
た
。

　

江
戸
氏
は
、
佐
竹
氏
か
ら
の
援

軍
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
二

月
二
十
四
日
、
小
幡
城
に
て
合
流

し
た
江
戸
・
佐
竹
軍
は
、
竹
原
に

陣
を
進
め
ま
し
た
。
別
の
軍
は
、

取
手
山
館
を
取
り
囲
み
、
周
辺
の

村
々
に
火
を
放
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

四
月
二
十
五
日
、
取
手
山
館
は
、

江
戸
・
佐
竹
軍
の
急
襲
を
う
け
、

戦
死
者
二
百
名
を
超
す
激
戦
の
末
、

落
城
し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
は
玉

里
合
戦
も
し
く
は
取
手
山
の
戦
い

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
い

は
和
光
院
過
去
帳
（
水
戸
市
）
に
「
府

中
田
マ
リ
取
出
落
城
、
二
百
余
人

打
死
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
合

戦
後
、
両
者
の
間
で
和
睦
が
結
ば

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に

大
掾
氏
と
江
戸
氏
の
戦
い
に
は
決

着
は
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

天
正
十
八
年(

一
五
九
〇)

、
佐

竹
氏
は
、
小
田
原
征
伐
の
功
績
に

よ
り
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
常
陸
国
な

ど
の
支
配
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
背
景
に
佐
竹
氏
は
、
常
陸

国
に
残
る
領
主
た
ち
を
仕し

お

き置
し
て

い
き
ま
す
。
ま
ず
、
水
戸
城
を
急

襲
し
て
江
戸
氏
を
追
放
し
、
さ
ら

に
、
府
中
城
に
軍
勢
を
進
め
、
大

掾
氏
を
滅
亡
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

軍
勢
の
一
手
に
よ
っ
て
園
部
城
も

落
城
し
て
し
ま
い

ま
す
。

　

園
部
城
に
は
、

佐
竹
氏
支
配
の
も

と
茂も

て

ぎ木
氏
が
入
城

し
ま
す
が
、
慶
長

七
年（
一
六
〇
二)

、

佐
竹
氏
が
秋
田
に

国

替

え

に

な

る

と
、
戸
沢
氏
が
秋

田
角
館
か
ら
入
封

し
て
き
ま
す
。
そ
の
後
、
戸
沢
氏

は
居
城
を
小
河
か
ら
多
賀
郡
手
綱

(

高
萩
市)

の
竜
子
山
城
に
移
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
園
部
城
は

廃
城
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

水
戸
藩
が
成
立
す
る
と
、
園

部
城
跡
は
、
御
殿
や
水
運
を

掌
つ
か
さ
ど

る
運う

ん

そ

う

か

た

や

く

し

ょ

送
方
役
所
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
運
送
方
役
所
が

上
戸
村(

潮
来
市)

に
移
転
さ
れ

る
と
、
文
化
元
年(

一
八
〇
四)

、

小
川
稽け

い

い

か

ん

医
館
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

明
治
時
代
に
な
る
と
、
小
川
小
学

校
が
創
立
さ
れ
て
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

　

一
方
、
取
手
山
館
は
、
築
城
以

来
約
五
〇
年
で
そ
の
役
割
を
終

え
、
江
戸
時
代
に
は
、
山
林
や
畑

に
な
っ
た
こ
と
が
、
当
時
の
絵
図

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
土
塁
は
崩

さ
れ
、
堀
は
埋
め
ら
れ
て
、
現
在

で
は
、
館
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
分

か
り
ま
せ
ん
。

園部城からみた取手山館

和光院過去帳 ( 和光院所蔵 )

右上に「府中田マリ取出落城～」とある


